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皆様へ 
                                 世界ウイグル会議日本全権代表 

日本ウイグル協会会長 

                                      イリハム・マハムティ 

 

初秋の候、ますますご健勝のほどお喜び申し上げます。 

     

お陰さまで日本ウイグル協会が立ち上がって一年が経ちました。 

 

この協会が、日本で唯一のウイグル人権団体として、日本の皆様に 

ウイグルの現状を伝える窓口になったことは、皆様方の多大なご協力 

を抜きには語る事は出来ません。本当にありがとう御座います。 

 

この歴史が将来必ずウイグルと日本の友好関係の重要な礎となる事 

は間違い御座いません。 

 

この度、私達の日本での活動は、明確に日本の法律の下で行う事が 

大事であると認識し、日本ウイグル協会を特定非営利活動法人として 

登録致しました。 

 

これから NPO法人として活動を続けて行きたいと思っております。 

今後とも、ウイグルの人々の事、日本ウイグル協会の事を、宜しく 

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

   イリハム・マハムティ プロフィール 

1969年  ウイグルのコムル（ハミ）生まれ。 

1998年  新疆大学卒業（人文学）。 

2001 年 来日、日本語学校、コンピュータ専門学校を経て 

2005 年に日本の IT 企業に就職． 

2008 年 世界ウイグル会議の日本支部である「日本ウイグル協会」 

が設立され、その代表に就任。 

2009年 世界ウイグル会議第３回総会にて、同会議日本全権代表に 

正式認定。 
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日本ウイグル協会の活動 

目的 

 

日本ウイグル協会は、ウイグルの人々が置かれている現状・培って来た文化・紡いできた歴史を紹介し、 

  多くの日本の人々に知って頂く事で、ともに自由と人権を尊重するウイグル人と日本国民・日本政府の間 

の相互理解を促進し、友好的な関係を発展させ、協力して世界の平和に寄与する事を目的としています。 

  

 活動内容 

     

  上記の目的達成の為、私達は以下の活動を行います。 

・ウイグルの歴史と文化、およびそれらが置かれて 

いる状況についての勉強会・シンポジウム。 

・ウイグル地域で行われた核実験に関するＤＶＤや 

、ウイグルの歴史や文化を紹介するＤＶＤなどの 

上映会。 

  ・ウイグル地域や民族に関する時事問題やその背景 

を紹介し、考察する講演会。 

  ・街頭でのチラシ配布や講演、デモ行進などの宣伝 

活動。 

  ・日本各地の協力者主催のウイグル関連のイベント 

に対する物品貸出しや人的支援。 

  ・その他、あらゆる人的交流活動・宣伝活動等。 

 

  これらの活動に際し、私達は以下の事を守ります。 

  ・日本国の法律を厳守し、道徳的慣習を尊重します。 

  ・平和的でない全ての手段を拒否します。 

  ・特定のイデオロギーの束縛を受けません。 

  ・自由と人権とを普遍的な理念として掲げ、それら 

   に対する抑圧と圧政とに反対します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協会の軌跡（主な活動の履歴） 

2008 年 

3 月 イリハム・マハムティ、世界ウイグル会議（ＷＵＣ） 

日本エージェントに指名。 

4 月 長野聖火リレーにて東トルキスタン国旗を掲げアピー 

    ル。 

6 月 セイット･トムトルコＷＵＣ副総裁来日。イリハム・ 

マハムティを会長として日本ウイグル協会発足。 

   世界同日開催デモを実行。 

8 月 北京オリンピック反対デモを実行 

   第一回ウイグル勉強会を開催。 

10 月 チベット･モンゴル･ウイグル三民族連帯シンポジウム 

   及びデモを実行。 

11 月 イリハム会長、ダライ・ラマ法王と単独会見。 

   第二回ウイグル勉強会（東トルキスタン共和国独立記

念） 

2009 年 

2 月 グルジャ事件追悼デモを実行。 

3 月 シンポジウム「シルクロードにおける中国の核実験災害    

    日本の役割」を開催。 

5 月 ＷＵＣ第三回総会に参加。日本ウイグル協会、正式に 

   ＷＵＣ傘下団体として認定。 

７月 広東ウイグル人虐殺事件に対し、中国大使館に抗議。 

   ウルムチ事件に対し、中国大使館に抗議。 

   「中国政府によるウイグル人虐殺抗議デモ」を実行。 

   「緊急シンポジウム・ウイグルで何が起きているのか」 

   を開催。 

 8 月 イリハム会長九州四県にて講演。 

   広島・長崎にて被曝者追悼と東トルキスタン地域の核実 

   験被害を訴える。  
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在外の東トルキスタン・ウイグル人組織のシンボル 

「東トルキスタン国旗」 

 青地に白い月と星と言うシンプルにして鮮やかな 

 デザイン。 

 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
は
現
在
は
中
国
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
と
名
づ
け
ら
れ
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」

と
は
テ
ュ
ル
ク
系
の
人
の
住
む
土
地
と
い
う
意
味
の
ペ
ル
シ
ャ

語
で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
が
こ
の
地
域
の

主
要
な
民
族
で
あ
り
、
彼
ら
が
歴
史
を
刻
み
、
独
自
の
文
化
を

育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
東
西
に
分
け
ら
れ
、

西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
ソ
連
崩
壊
後
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
や
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
な
ど
の
５
カ
国
が
独
立
を
達
成
し
て
い
る
。 

 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
３
つ
の
大
き
な
山
脈
に
よ
っ
て
、
２
つ

の
盆
地
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
タ
イ
山
脈
と
天
山
山
脈
の

間
に
あ
る
の
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
盆
地
、
天
山
山
脈
と
崑
崙
山
脈
の

間
に
あ
る
の
が
タ
リ
ム
盆
地
で
あ
る
。
タ
リ
ム
盆
地
の
中
央
部

に
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
が
あ
る
。
石
油
、
天
然
ガ
ス
を
は
じ

め
と
し
た
鉱
物
資
源
、
農
産
物
、
畜
産
物
に
恵
ま
れ
た
天
然
資

源
の
豊
か
な
地
で
あ
る
。 

 

 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
う
ち
最
大
を
占
め

る
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
音
楽
と
踊
り
が
好
き
な
こ
と
で
有
名
で
あ

る
。
多
様
な
音
楽
様
式
を
も
っ
て
お
り
、
民
族
独
自
の
楽
器
も

数
十
を
超
え
る
。
古
典
音
楽
と
し
て
「
ム
カ
ム
」
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ズ
ム
と
複
雑
な
音
楽
構
造
か
ら
な
る
、
壮
大
な
組

曲
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
ウ
イ
グ
ル
料
理
は
小
麦
や
米
を
主
食
と
し
、

肉
類
や
乳
製
品
を
好
む
。
料
理
の
種
類
は
と
て
も
豊
富
で
あ
り
、

ナ
ン
や
ピ
ラ
フ
、
麺
類
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、
焼
肉
な
ど
が
あ
る
。 

  

 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
最
初
に
住
ん
だ
の
は
、
イ
ラ
ン
系
・
イ

ン
ド
系
の
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
っ
た
が
、
突
厥
や
ウ
イ
グ
ル
な
ど

テ
ュ
ル
ク
系
民
族
に
よ
る
歴
史
が
続
い
た
。
１
３
世
紀
以
降
は

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
そ
の
後
裔
の
モ
ン
ゴ
ル
王
朝
の
支
配
下
に
あ

っ
た
が
、
当
地
の
テ
ュ
ル
ク
系
の
人
々
は
む
し
ろ
進
ん
で
そ
の

配
下
に
入
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
ら
の
国
家
運
営
に
大
い
に
協
力
し

て
き
た
の
で
あ
る
。 

中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
ま
で
は
、
都
市
や
農
村

の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
現
地
の
宗
教
貴
族
や
、
土
俗
の
有
力
者

や
官
吏
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
。
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民

国
に
か
け
て
現
地
の
人
々
の
民
族
運
動
が
高
揚
し
、
１
９
３
３

年
と
１
９
４
４
年
の
２
回
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
が
独
立

を
達
成
し
て
い
る
。 

現
在
在
外
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ウ
イ
グ
ル
人
組
織
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
国
旗
も
こ
の
と
き
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
二
次
大
戦
後
国
共
内
戦
を
制
し
た
中
国
共
産
党
が
こ
の
地

域
を
侵
略
し
、
１
９
５
５
年
に
は
「
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
」

と
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
名
ば
か
り
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
主
席
を

置
き
な
が
ら
も
、
実
権
は
漢
人
が
務
め
る
共
産
党
書
記
が
握
っ

て
い
る
。「
自
治
区
」
と
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
中
国
政

府
は
「
少
数
民
族
」
の
同
化
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

族
浄
化
政
策
を
行
っ
て
い
る
。 

 

政
府
主
導
の
元
、
大
量
の
漢
人
の
移
住
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
は
、
若
い
未
婚
女
性
を
数
万
人
単
位
で
強
制
的
に

中
国
内
地
へ
移
送
し
て
い
る
。
さ
ら
に
農
村
部
の
若
者
達
も
中

国
沿
岸
部
に
移
送
し
、
安
価
な
労
働
力
と
し
て
酷
使
し
て
い
る
。 

 

 

 

民
族
の
伝
統
的
な
文
化
は
破
壊
さ
れ
、
彼
ら
の
信
仰
す
る
イ

ス
ラ
ム
教
の
宗
教
活
動
や
、
民
族
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
出

版
活
動
な
ど
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
学
校
教
育
か
ら
の
ウ
イ
グ

ル
語
の
追
放
も
進
行
中
で
あ
る
。 

  

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
石
油
、
石
炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
豊
富
な
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
豊
か
な
資
源
も
ほ
と
ん
ど
全

て
中
央
へ
と
吸
い
上
げ
ら
れ
、
現
地
の
住
民
で
あ
る
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
人
々
に
は
な
ん
ら
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
さ
ま
よ
え
る
湖
と
し
て
有
名
な
ロ
プ
ノ
ー
ル
で
は
、

住
民
が
住
ん
で
い
る
す
ぐ
そ
ば
で
核
実
験
が
何
度
も
行
わ
れ
て

お
り
、 

数
十
万
人
規
模
の
放
射
能
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
し
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
な
残
酷
な
扱
い
に
異
議
を
唱
え
る
者
は
、「
分
離
主

義
者
」
、
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
な
ど
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
ま
と

も
な
手
続
き
も
経
ず
に
監
獄
や
強
制
労
働
所
に
送
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
概
要 
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6 月 26 日「広東省ウイグル人労働者襲撃虐殺事件」 

倒れたウイグル人を取り囲み、なおも殴打する 

漢人従業員ら        （RFUJ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
０
０
９
年
７
月
５
日
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
（
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
）
の
首
府
ウ
ル
ム
チ
で
騒
乱
が
起
き
た
。
中
国
当
局

の
発
表
に
よ
る
と
、
武
器
を
手
に
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
「
暴
動
」

を
起
こ
し
、
商
店
や
車
両
に
火
を
つ
け
た
と
い
う
。
し
か
し
実

情
は
、
ウ
ル
ム
チ
の
ウ
イ
グ
ル
人
学
生
ら
に
よ
る
、「
６
月
２
６

日
の
広
東
省
」
の
事
件
の
責
任
を
追
及
す
る
平
和
的
な
デ
モ
が

始
ま
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
第
に
人
が
合
流
し
て
１
万
人
の
規

模
に
な
っ
た
平
和
的
な
デ
モ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
地

政
府
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
武
装
警
官
を
投
入
し
て
デ
モ
を

鎮
圧
し
、
無
差
別
な
発
砲
で
数
百
人
を
射
殺
し
、
さ
ら
に
数
人

を
装
甲
車
で
ひ
き
殺
し
た
。 

 

ま
た
中
国
政
府
は
「
暴
動
」
は
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
扇
動
し
た
、
計
画
的
か
つ
組
織
的
な
犯

罪
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。 

し
か
し
現
地
と
外
部
と
の
情
報
の
や
り
取
り
が
厳
格
に
監
視

さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
「
暴
動
」
を
計
画
、
実
行
す

る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
は
こ
の
よ

う
な
扇
動
な
ど
行
っ
て
い
な
い
と
完
全
否
定
し
て
い
る
。
中
国

政
府
は
平
和
的
な
デ
モ
を
暴
動
と
言
い
、
根
拠
が
無
い
ま
ま
に

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
が
扇
動
し
た
と
批
難
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ウ
ル
ム
チ
の
学
生
が
抗
議
し
た
「
６
月
２
６
日
の
広
東
省

の
事
件
」
は
広
東
省
韶
関
市
の
玩
具
工
場
で
起
き
た
も
の
で
、

２
０
０
人
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
６
０
０
０
人
の
漢
人
か
ら
襲
撃
さ

れ
、
多
数
の
死
者
が
出
た
と
言
わ
れ
る
。 

中
国
政
府
は
当
初
、
こ
の
襲
撃
事
件
の
起
き
た
原
因
を
う
や 

 

  
  

む
や
に
し
、
犯
人
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
７
月
５
日
の
ウ
ル
ム
チ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
政
府

は
６
月
２
６
日
の
広
東
省
の
襲
撃
事
件
の
犯
人
を
逮
捕
し
て
厳

罰
で
臨
む
と
、
方
針
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
犯
人
を
逮
捕
す
る
だ
け
で
、

こ
の
問
題
は
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
直
接
に
は
扇
動
さ
れ

た
漢
人
の
工
員
達
が
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の

背
後
に
は
漢
人
に
よ
る
「
少
数
民
族
」
へ
の
差
別
意
識
が
あ
り
、

さ
ら
に
根
本
的
な
原
因
と
し
て
は
、
中
国
政
府
が
行
っ
て
い
る

ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
弾
圧
と
、
同
化
政
策
が
あ
る
。 

 

 

何
故
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
沿
岸
部
の
広
東
省

に
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

彼
ら
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
か
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
中
国
政
府
が
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者

数
十
万
人
を
、
中
国
の
沿
岸
部
の
工
場
な
ど
へ
強
制
的
に
連
行

し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

地
域
ご
と
に
「
出
稼
ぎ
」
に
出
す
若
者
の
数
が
ノ
ル
マ
と
し

て
割
り
振
ら
れ
、
ま
た
貧
し
い
農
村
部
の
若
者
に
仕
事
を
斡
旋

す
る
と
の
名
目
で
は
あ
る
も
の
の
、
実
態
は
安
価
な
労
働
力
と

し
て
奴
隷
の
よ
う
に
酷
使
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
女
性
で
あ
れ

ば
売
春
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
強
制
連
行
さ
れ

た
ウ
イ
グ
ル
人
達
は
、
政
府
機
関
や
企
業
、
一
般
の
漢
人
ら
に

よ
っ
て
差
別
さ
れ
、
政
治
的
に
も
脅
迫
さ
れ
、
収
容
所
の
囚
人

の
よ
う
に
厳
重
な
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
る
。 

 

 

そ
も
そ
も
ウ
イ
グ
ル
人
の
貧
困
を
、
地
元
で
の
雇
用
に
よ

ら
ず
に
、
沿
岸
地
域
に
移
送
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
し
よ

う
と
す
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

中
国
の
支
配
下
に
入
っ
て
か
ら
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
は
大

量
の
漢
人
が
入
っ
て
き
て
い
る
。 

６
０
年
前
の
総
人
口
に
占
め
る
漢
人
の
割
合
は
６
％
に
過
ぎ

な
か
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ

て
い
る
。
地
元
の
要
職
は
漢
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
ウ
イ
グ

ル
人
は
大
学
を
卒
業
し
て
も
地
元
で
は
仕
事
が
出
来
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。 

 

漢
人
の
大
量
移
入
と
ウ
イ
グ
ル
人
の
若
者
の
大
量
移
出
は
、

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
同
化
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
若
い
ウ
イ
グ
ル
の
独
身
女
性
を
大
量
に
中
国
内
地

に
移
送
し
て
お
り
、
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
０
年
で
４
０
万

人
を
送
る
計
画
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

女
性
の
み
を
大
量
に
中
国
内
地
に
送
り
込
む
と
い
う
こ
と

は
、
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
人
の
通
婚
を
奨
励
し
、
ウ
イ
グ
ル
人
同

士
の
婚
姻
を
妨
げ
る
意
図
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
  

ウ
ル
ム
チ
事
件
概
要
１ 
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                                  *写真は日本でのデモの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「
ウ
ル
ム
チ
事
件
概
要
１
」
で
述
べ
た
よ
う
な
人
の
移
動

に
よ
る
政
策
以
外
に
も
、
公
教
育
か
ら
の
ウ
イ
グ
ル
語
の
追
放
、

宗
教
活
動
や
民
族
の
習
俗
・
文
化
へ
の
制
限
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
に
よ
っ
て
漢
人
と
同
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
ウ
イ

グ
ル
人
と
い
う
も
の
が
地
球
上
か
ら
抹
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

  

７
月
５
日
に
ウ
ル
ム
チ
で
起
き
た
デ
モ
が
武
装
警
察
に
よ
っ

て
鎮
圧
さ
れ
た
後
、
中
国
政
府
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
暴
動
に
よ
っ

て
漢
人
が
多
数
犠
牲
に
あ
っ
た
と
、
こ
と
さ
ら
に
漢
人
の
被
害

を
強
調
し
、
民
族
対
立
を
煽
っ
た
。
そ
の
結
果
７
月
７
日
に
は

漢
人
に
よ
る
報
復
が
起
こ
っ
た
。
報
道
さ
れ
た
写
真
に
写
る
漢

人
ら
は
鉄
パ
イ
プ
や
手
斧
を
持
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
「
デ
モ

参
加
者
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
漢
人
の
暴
徒
は
道

を
歩
く
ウ
イ
グ
ル
人
を
襲
い
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
商
店
を
襲
撃
し
、

モ
ス
ク
に
放
火
し
た
。
し
か
し
、
当
局
は
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
し

て
し
た
よ
う
な
激
し
い
鎮
圧
は
行
っ
て
お
ら
ず
、「
民
族
」
毎
に

違
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。 

  

ま
た
、
２
０
０
８
年
３
月
の
チ
ベ
ッ
ト
で
起
き
た
騒
乱
の
と

き
に
地
域
を
封
鎖
し
、
外
国
人
記
者
を
現
地
か
ら
締
め
出
し
た

こ
と
で
他
国
か
ら
の
批
判
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
の
教
訓
と
し

て
、
今
回
の
７
月
５
日
の
ウ
ル
ム
チ
事
件
で
は
一
転
し
て
情
報

を
公
開
す
る
方
針
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

し
か
し
情
報
を
公
開
す
る
と
は
い
っ
て
も
、「
ウ
イ
グ
ル
人
の

暴
動
」
の
映
像
を
提
供
す
る
な
ど
公
式
の
情
報
発
信
の
一
方
で
、 

  

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
遮
断
し
て
現
地
と
直
接
連
絡

が
取
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
効
果
的

な
報
道
統
制
を
狙
っ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

 

ウ
ル
ム
チ
の
事
件
の
翌
日
に
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
や
グ
ル
ジ
ャ

（
イ
リ
）
な
ど
に
も
飛
び
火
し
、
軍
、
武
装
警
察
に
よ
る
厳
戒

態
勢
が
敷
か
れ
て
い
る
。 
現
在
現
地
政
府
が
認
定
す
る
死
者

の
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、
百
数
十
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
大
部
分
を
漢
人
の
死
者
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し

世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
が
得
た
情
報
で
は
、
５
日
以
降
現
在
ま
で
、

事
件
の
時
に
武
装
警
察
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
者
、
漢
人
暴
徒
の

報
復
行
為
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
者
な
ど
、
最
大
で
３
０
０
０
人

の
ウ
イ
グ
ル
人
が
虐
殺
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

ま
た
、
今
で
も
多
く
の
デ
モ
参
加
者
ら
は
逮
捕
さ
れ
て
監
獄

に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
拷
問
を
受
け
、
死
に
至
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。 

６
月 ２

６
日 

 
 

広
東
省
の
玩
具
工
場
で
６
０
０
０
人
の
漢
人
従
業
員
が
、
２
０
０

人
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
襲
撃
。
中
国
政
府
発
表
の
死
者
は
２
名
。 

 
 

し
か
し
実
際
の
死
者
数
は
依
然
不
明
。 

７
月 ５

日 

 
 

ウ
ル
ム
チ
の
ウ
イ
グ
ル
人
学
生
ら
３
０
０
０
人
が
、
６
月
２
６
日

の
事
件
の
真
相
究
明
・
責
任
追
及
を
求
め
て
デ
モ
。 

 
 

デ
モ
隊
は
中
国
国
旗
を
掲
げ
て
、
政
府
に
敵
対
す
る
意
図
が
無
い 

 
 

事
を
表
し
な
が
ら
行
進
。 

 

同
日
夜 

 
 

中
国
当
局
、
武
装
警
察
を
投
入
。
部
隊
は
人
々
に
対
し
無
差
別
に

発
砲
し
、
こ
れ
を
鎮
圧
。
ウ
イ
グ
ル
人
３
０
０
名
逮
捕
。 

 

６
日 

 
 

カ
シ
ュ
ガ
ル
で
３
０
０
人
規
模
の
デ
モ
。
警
官
隊
に
包
囲
さ
れ
、 

 
 

衝
突
は
起
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
詳
細
不
明
。 

 

７
日 

 
 

漢
人
住
民
ら
が
武
装
し
、
行
進
。
ウ
イ
グ
ル
人
の
経
営
す
る
商
店 

 
 

な
ど
を
襲
撃
。 

中
国
側
発
表 

 
 

死
者 

 
 
 

１
９
７
名 

 
 
 

（
死
者
内
訳
） 

 

漢
族 

 
 
 
 

１
３
４
名 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回
族 

 
 
 
 
 

１
１
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ
イ
グ
ル
人 

 
 

１
０
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

満
族 

 
 
 
 
 
 

１
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不
明 

 
 
 
 
 

２
２
名 

 
 

負
傷
者 

 

１
７
０
０
名
超 

 
 

拘
束
者 

約
２
０
０
０
名 

ウ
ル
ム
チ
事
件
概
要
２ 
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英雄たちの涙  目醒めよ、ウイグル 

アブドゥレヒム・オトギュル 著 

東 綾子 訳        まどか出版 

中国の核実験 シルクロードで発生した地

表核爆発災害 

高田 純 著        医療科学社 

東 綾子 訳        まどか出版 

本
書
「
中
国
の
核
実
験
」
は
中
国
の
核
実
験
お
よ
び
核
被
害

に
関
し
て
書
か
れ
た
世
界
で
最
初
の
書
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
著
者
の
高
田
氏
は
中
国
の

核
実
験
の
元
の
デ
ー
タ
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
調
査
中
に
得
ま

し
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
距
離
が
遠
い
た
め
当
初
余
り
関
心

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
の
要
請
も

あ
り
調
査
に
応
じ
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た
場
所
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
人
体
に
影
響
を
与
え
る
デ
ー
タ
が
測
定
さ

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
情
報
を
え
て
本
書
が
誕
生
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

中
国
の
核
実
験
の
特
異
点
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す 

① 

海
洋
で
は
な
く
人
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
メ
ガ
ト
ン
級
の

実
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
。 

② 

事
前
の
通
告
、
安
全
地
域
の
設
置
も
な
く
実
験
が
強
行
さ 

れ
た
こ
と
。 

③ 

被
曝
に
対
し
て
ま
っ
た
く
調
査
、
補
償
が
行
わ
れ
て
い
な 

 

い
こ
と
。 

本
書
で
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
実
験
に
よ
る

放
射
能
線
量
を
科
学
的
に
推
定
し
、
人
口
統
計
か
ら
急
性
死
亡

者
１
９
万
人
、
被
曝
者
１
２
９
万
人
と
の
推
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
核
被
曝
被
害
が
妥
当
な
の
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
と
思
い
ま
す
が
、
共
産
党
秘
密
資
料
に
は
７
５
万
人
の
死
亡

と
い
わ
れ
て
お
り
妥
当
な
推
定
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
地
で
の

調
査
が
望
ま
れ
ま
す
。
本
書
で
の
足
り
な
い
点
と
し
て
は
元
の

デ
ー
タ
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
１
カ
所
な
の
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
実
際
の
デ
ー
タ
は
周
辺
国
は
持
っ
て
い
る
は
ず
で

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
に
在
住
し
た
こ
と
の
あ
る
Ａ
氏
は
山
に
備
え
付

け
ら
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
が
異
常
な
数
値
を
示
す
と
い
っ
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
「
天
山
北
路
の
旅
」(

金
子
民
雄
氏)

に
よ
れ
ば
過
去
、

中
国
の
核
実
験
に
よ
り
死
の
灰
が
キ
ル
ギ
ス
に
も
降
下
し
て
お

り
人
々
が
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
い
ず
れ
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
被
曝
者
に
た
い
す
る
補
償
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。 

ウ
イ
グ
ル
人
に
よ
る
歴
史
書
に
な
り
ま
す
。 

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
１
９
１
０
～
１
９
４
０
年
頃
の
歴
史
に

つ
い
て
は
中
国
・
西
洋
人
の
記
録
は
あ
る
も
の
の
ウ
イ
グ
ル
人

の
立
場
か
ら
か
か
れ
た
物
は
日
本
で
は
な
い
た
め
貴
重
な
資
料

で
す
。
作
者
の
ア
ブ
ド
ゥ
レ
ヒ
ム
・
オ
ト
ギ
ュ
ル
は
イ
リ
ハ
ム

さ
ん
の
故
郷
で
も
あ
る
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ク
ム
ル
で
１
９
２

３
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
供
の
頃
、
地
元
の
古
老
ロ
ー
ズ
ィ

ー･

ボ
ワ
か
ら
本
書
の
主
人
公
で
あ
る
テ
ィ
ム
ル
・
カ
リ
フ
の
こ

と
を
聞
い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
本
書
の
底
本
「
Ｉ
ｚ
」
は
１

９
８
５
年
に
出
版
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
文
字
の
読
め
な

い
人
も
本
書
を
持
ち
た
い
た
め
家
に
飾
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

作
者
の
オ
ト
ギ
ュ
ル
は
１
９
９
５
年
に
没
し
、
２
０
０
２
年

に
は
本
書
「
Ｉ
ｚ
」
と
続
編
の
「
め
ざ
め
た
大
地
」
が
中
国
当

局
よ
り
発
禁
処
分
を
受
け
ま
し
た
。
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
歴
史

で
は
漢
人
の
書
い
た
資
料
が
許
さ
れ
オ
ト
ギ
ュ
ル
、
ア
ル
マ
ス

な
ど
ウ
イ
グ
ル
人
が
書
い
た
も
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
書
を
読
ん
で
皆
さ
ん
も
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
ウ
イ
グ
ル

人
は
漢
人
に
比
べ
て
お
人
よ
し
で
交
渉
が
下
手
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
日
本
人
と
も
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
翻
訳
者
の

東
綾
子
氏
は
後
書
き
で
「
ウ
イ
グ
ル
語
は
読
め
な
い
が
日
本
語

は
読
め
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
、
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
テ
ィ
ム
ル
・

カ
リ
フ
の
存
在
を
知
る
日
が
い
ず
れ
来
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と

書
か
れ
て
お
り
浄
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
民
族
の
悲
し
さ
が

あ
り
ま
す
。 

個
人
的
に
は
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
研
究
」「
中
国
の
火

薬
庫
」「
新
疆
紀
遊
」
な
ど
も
あ
わ
せ
て
読
み
直
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
本
書
の
続
編
で
あ
る
「
め
ざ
め
た
大
地
」
の
出
版

も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

（
担
当:

ム
シ
ュ
ク
） 

  

 

書
籍
紹
介 

本
書
は
ウ
イ
グ
ル
人
が
書
き
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
最
初
の 
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八
月
八
日
、
薄
曇
の
品
川
駅
か
ら
始
発
の
新
幹
線
に
乗
り
込

み
、
只
管
に
西
へ
向
か
う
。
博
多
で
乗
り
換
え
、
原
爆
の
日
を

翌
日
に
控
え
た
長
崎
の
街
へ
。
特
急
か
も
め
か
ら
見
た
有
明
海

の
向
こ
う
に
聳
え
る
雲
仙
岳
は
、
小
学
生
の
頃
に
ブ
ラ
ウ
ン
管

を
通
し
て
見
た
怒
り
の
表
情
で
は
な
く
、
真
夏
の
空
の
下
に

堂
々
と
座
し
て
い
た
。
私
に
と
っ
て
十
一
年
ぶ
り
の
長
崎
だ
。 

 

今
回
、
私
が
長
崎
に
向
か
っ
た
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

六
十
四
年
前
、
八
月
九
日
の
原
爆
投
下
に
よ
り
、
命
を
落
と
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
被
爆
者
の
方
々
を
追
悼
す
る
為
。
そ
し
て
、

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
の
長
崎
で
の
活
動
を
支
援
す
る
為
。
そ
し

て
最
後
は
、
昨
年
来
疑
問
を
感
じ
て
い
た
「
平
和
な
る
も
の
」

の
実
態
を
、
私
自
身
の
眼
で
確
か
め
る
為
だ
。 

 
 私

は
、
日
本
が
「
平
和
」
な
国
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
生
き

て
き
た
。
少
な
く
と
も
、
昨
年
の
四
月
二
十
六
日
ま
で
は
そ
う

で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
私
が
中
国
共
産
党
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
人

弾
圧
に
抗
議
す
る
為
、
長
野
に
向
か
い
、
北
京
五
輪
の
「
聖
火

リ
レ
ー
」
の
現
場
に
身
を
置
い
た
時
、
日
本
が
「
平
和
」
な
国

で
あ
る
と
い
う
生
温
い
思
い
込
み
が
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、
私
が
今
ま
で
持
っ
て
い
た
価
値
観
や
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
バ

ラ
バ
ラ
に
砕
け
散
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
事
の
よ
う
に
記
憶
し
て

い
る
。 

 

長
野
の
街
を
覆
い
尽
く
し
た
五
星
紅
旗
、
各
所
で
意
図
的
に

見
逃
さ
れ
た
中
国
人
留
学
生
の
違
法
行
為
、
そ
し
て
見
て
見
な 

い
振
り
を
し
て
や
り
過
す
日
本
の
警
察
官
。
日
本
の
法
律
が
一

切
適
用
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
「
日
本
」
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
長
野
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
現
状
が
「
他

人
事
で
は
な
い
」
と
確
信
し
た
。
そ
れ
は
、
帝
国
主
義
的
な
外

交
を
展
開
す
る
中
国
の
脅
威
が
、
実
は
私
達
日
本
人
に
も
迫
っ

て
お
り
、
こ
の
問
題
に
目
を
背
け
れ
ば
、
い
つ
の
日
か
私
達
も

チ
ベ
ッ
ト
人
と
同
じ
「
民
族
絶
滅
の
危
機
」
が
訪
れ
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
確
信
だ
。 

今
で
は
、
そ
の
確
信
こ
そ
が
、
私
の
身
体
を
ウ
イ
グ
ル
・
チ

ベ
ッ
ト
支
援
に
向
か
わ
せ
る
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
南
モ
ン
ゴ
ル
、
そ
し
て
台

湾
。
監
視
下
に
置
か
れ
、
自
ら
を
形
作
る
「
言
葉
」
や
「
文
化
」

の
存
続
は
お
ろ
か
、
生
き
る
こ
と
す
ら
儘
な
ら
な
い
彼
ら
の
現

状
は
、
大
袈
裟
で
は
な
く
未
来
の
日
本
人
の
運
命
だ
。 

他
人
事
で
は
な
い
か
ら
、
微
力
な
が
ら
も
連
帯
の
旗
を
掲
げ

私
が
出
来
う
る
最
大
限
の
支
援
を
し
た
い
。
こ
の
気
持
ち
が
ブ

レ
る
こ
と
は
今
後
も
無
い
だ
ろ
う
。 

以
後
、
長
野
で
の
経
験
を
機
に
、
日
本
で
語
ら
れ
て
い
る
「
平

和
」
と
い
う
概
念
に
疑
問
を
感
じ
、
巷
に
溢
れ
る
「
平
和
」
と

い
う
言
葉
を
注
意
深
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

私
は
週
末
の
休
み
を
使
い
、
様
々
な
「
平
和
」
へ
の
思
い
を
持

っ
た
方
々
が
全
国
各
地
か
ら
参
集
す
る
と
い
う
原
爆
の
日
の
長

崎
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
「
平
和
」
が
語
ら
れ
、
訴
え
ら
れ

て
い
る
の
か
、
現
場
で
感
じ
て
み
よ
う
と
思
う
に
至
っ
た
の
だ
。 

 長
崎
到
着
後
、
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
置
き
平
和
公
園
に
向
か
っ
た
。

一
刻
も
早
く
、
被
爆
者
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
伝
え
、
そ
し
て
、

私
達
が
翌
日
行
う
「
中
国
の
核
実
験
に
お
け
る
被
爆
者
救
済
」

を
訴
え
る
活
動
を
長
崎
の
街
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
報

告
し
た
い
。
こ
れ
を
最
優
先
に
行
わ
な
け
れ
ば
、
八
月
九
日
の

長
崎
に
居
る
資
格
は
な
い
、
そ
う
考
え
た
か
ら
だ
。 

  

私
は
「
原
爆
犠
牲
者
之
霊
」
と
刻
ま
れ
た
御
位
牌
の
前
で
、

被
爆
者
の
方
々
へ
の
追
悼
と
明
日
の
報
告
を
行
っ
た
。
数
多
く

の
犠
牲
の
上
で
、
私
の
命
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
今
後
も

一
人
の
日
本
人
と
し
て
懸
命
に
行
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
に
出
来
る
こ
と
は
、
こ
れ
以
外
に
な
い
の
だ
。
平
和
祈

念
像
の
横
の
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
周
囲
を
見
渡
す
と
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
市
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
式
典
の
準
備

に
奔
走
し
て
い
た
。
既
に
整
然
と
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
飾
ら
れ

た
千
羽
鶴
に
は
平
和
へ
の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
前
日
に
も

関
わ
ら
ず
平
和
公
園
を
訪
れ
る
人
は
多
か
っ
た
が
、
私
は
そ
の

訪
れ
る
人
々
の
中
に
、
早
く
も
「
平
和
」
の
温
度
差
を
感
じ
る

こ
と
に
な
る
。 

  
こ
れ
は
事
実
で
な
の
で
は
っ
き
り
と
書
い
て
お
く
が
、
缶
ビ 

「
長
崎
に
て
思
う
」 東

ト
ル
キ
ス
タ
ン 

サ
ポ
ー
タ
ー
Ｈ
氏
寄
稿 
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ー
ル
を
手
に
御
位
牌
の
前
に
立
つ
「
平
和
団
体
」
の
男
性
や
、

記
念
写
真
を
撮
る
事
に
必
死
で
、
合
掌
す
る
事
も
せ
ず
そ
の
場

を
立
ち
去
る
「
平
和
団
体
」
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
に
は
衝
撃

を
受
け
た
。
胸
に
は
「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
」「
核
兵
器
廃
絶
！
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
胸
に
書
か
れ
た

都
道
府
県
の
バ
ッ
ジ
か
ら
、
こ
の
方
々
の
多
く
が
長
崎
の
方
で

は
な
い
と
い
う
事
も
窺
い
知
れ
た
。 

  

個
人
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て
も
、
そ
れ
は
自
由
で
あ

る
し
、
そ
れ
を
侵
す
気
は
到
底
な
い
。
公
園
で
ビ
ー
ル
を
飲
む

事
も
結
構
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
方
々
の
心
の
中
に
立
ち
入
る

こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

し
か
し
、
「
平
和
団
体
」
を
称
し
な
が
ら
、
時
と
場
所
を
弁

え
ず
、
被
爆
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
す
こ
と
も
な
く
、
被
爆
者

の
霊
前
で
あ
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
こ
と
に
、
非
常
に
不
快
な

思
い
が
し
た
こ
と
は
嘘
偽
り
な
く
述
べ
て
お
き
た
い
。 

彼
ら
に
、
平
和
を
訴
え
る
資
格
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら

の
多
く
に
あ
っ
た
行
動
を
、
私
は
思
想
以
前
に
一
人
の
日
本
人

と
し
て
理
解
出
来
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
隣
で
冥
福
を
祈
る
喪
服

姿
の
老
婆
に
は
、
彼
ら
の
掲
げ
る
「
平
和
」
が
ど
の
よ
う
に
映

る
の
だ
ろ
う
か
。 

 原
爆
投
下
の
時
刻
で
あ
る
十
一
時
二
分
は
、
長
崎
市
内
を
流
れ

る
中
島
川
に
架
か
る
橋
の
上
で
迎
え
た
。
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会

に
よ
る
「
中
国
で
の
核
実
験
の
被
爆
者
救
済
」
を
訴
え
る
活
動

を
支
援
し
、
道
行
く
人
に
声
を
掛
け
て
い
た
私
も
、
一
旦
声
と

手
を
止
め
て
、
町
内
放
送
に
耳
を
傾
け
る
。
徐
々
に
人
通
り
が

増
え
始
め
た
街
も
静
か
に
な
り
、
路
面
電
車
も
道
行
く
人
も
、 

た
ち
ど
こ
ろ
に
歩
を
進
め
る
の
を
止
め
る
。
そ
し
て
、
時
刻
に

合
わ
せ
犠
牲
者
を
弔
う
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
私
も
目
を
閉

じ
た
。 

 

僅
か
六
十
四
年
前
に
、
核
兵
器
に
よ
っ
て
命
を
絶
た
れ
て
し

ま
っ
た
多
く
の
方
が
い
た
事
実
と
、
子
供
の
頃
よ
り
祖
母
か
ら

聞
か
さ
れ
た
戦
争
の
悲
惨
な
情
景
な
ど
、
様
々
な
思
い
が
脳
裏

を
過
ぎ
り
、
本
物
の
「
平
和
」
が
日
本
に
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ

た
。 そ

し
て
そ
れ
を
願
う
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
日
本
人
と
し
て

行
動
を
し
て
い
く
と
い
う
決
意
も
込
め
て
。 

 

黙
祷
の
後
の
長
崎
平
和
宣
言
で
は
、
長
崎
市
の
田
上
富
久
市 

長
が
「
（
オ
バ
マ
大
統
領
の
）
プ
ラ
ハ
演
説
へ
の
支
持
を
表
明

す
る
取
組
み
を
始
め
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
道
を
共
に
歩

ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。 

プ
ラ
ハ
演
説
は
、
「
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
で
核
兵
器
を
減
ら

し
、
世
界
の
核
兵
器
ゼ
ロ
に
つ
な
げ
る
」
「
新
た
に
核
兵
器
を 

持
と
う
と
す
る
国
に
は
厳
し
い
規
則
を
作
っ
て
抑
え
る
」
と
い

う
二
点
が
要
旨
で
あ
り
、
核
保
有
大
国
の
ア
メ
リ
カ
が
「
核
廃

絶
」
を
明
言
し
た
画
期
的
な
演
説
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な

い
し
か
し
、
日
本
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
で
あ
る
北
朝
鮮
や
中

国
の
核
や
、
そ
の
他
の
核
保
有
国
に
つ
い
て
、
「
ゼ
ロ
に
つ
な

げ
る
」
「
呼
び
掛
け
る
」
と
い
う
決
意
の
み
で
、
具
体
的
な
提

案
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

さ
ら
に
「
プ
ラ
ハ
演
説
」
で
は
、
過
去
ア
メ
リ
カ
が
核
兵
器

を
行
使
し
た
そ
の
事
実
に
お
い
て
核
兵
器
廃
絶
に
努
め
る
と
い

う
点
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆
を

投
下
し
、
数
多
く
の
日
本
人
の
命
を
奪
っ
た
事
実
に
つ
い
て
の

責
任
は
、
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

そ
し
て
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
示
し
た
新
し
く
核
保
有
す
る
国

へ
「
厳
し
い
規
制
」
を
行
う
と
い
う
決
意
は
、
高
ま
り
つ
つ
あ

る
日
本
の
「
核
武
装
論
」
へ
の
牽
制
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
核
保
有
は
お
ろ
か
、「
論
議
」
も
認

め
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
表
れ
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
加
害
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
の
演
説

を
、
数
十
万
も
の
市
民
の
命
を
奪
わ
れ
た
長
崎
・
広
島
の
首
長

が
手
放
し
で
絶
賛
せ
ざ
る
を
得
な
い
異
常
な
状
況
こ
そ
、
如
何

に
核
兵
器
廃
絶
が
困
難
で
、
現
実
的
に
不
可
能
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

被
爆
者
の
遺
族
や
長
崎
市
民
の
中
か
ら
湧
き
上
が
る
鎮
魂
の 
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協会公式 HP をご利用下さい 

日本ウイグル協会公式 HP では、様々なウイグル関連イベ 

ントのご紹介や、現地の最新ニュース紹介など、たくさん 

の情報を公開しています。支援者の方々が作成して下さっ 

たウイグルグッズの販売紹介もあります。どうぞご利用下 

さい。         URL：http://uyghur-j.org/ 

 

11 月 12 日は建国記念日です 

来る 11 月 12 日は東トルキスタン･イスラム共和国 

（1933 年）、東トルキスタン共和国（1944 年）の 

建国記念日です。 

日本ウイグル協会でも、11 月中の記念行事開催を 

企画中です。開催が決まりましたら、HP 等でお知 

らせ致しますので、宜しく御願い致します。 

 

 

○日本ウイグル協会会報第一号を無事にお届けできました。 

読み応えのある原稿をお寄せ下さった皆様、有難うござい 

ます。○数十年に及ぶ弾圧の延長上に起きた 6 月・7 月の 

事件。犠牲者の方のご冥福をお祈りいたします。○長崎か 

らのレポートは、私たち自身が活動をしていく上で重要な 

教訓を含んでいる様に感じます。○ご紹介しました書籍二 

冊、知られざる真実がそこにあります。○料理紹介第一回は 

カワップ。本当に美味です。○初めての編集作業に慣れない 

パソコン、見苦しい点多々ありますが精進して参りますので 

今後とも蒼空を宜しく御願い申し上げます。（編集担当「ぬ」） 

ウイグル料理紹介 第 1 回「カワップ」 

 羊の串焼き。家庭料理という 

よりも屋台などで食べることが 

多い料理です。 

 写真のようなズィフカワプの 

他にも、串を使わず鉄鍋で焼い 

たもの、窯で一頭丸ごと焼いた 

もの、羊の腎臓に玉ねぎを詰め 

たものなど様々な種類がありま 

す。 

ウイグルでは手軽な軽食としてよく食べられています。

とても美味しいので、ぜひ作ってみて下さい。 

材料 

羊肉 500ｇ・A[玉ねぎ 1/2 個・小麦粉 15ｇ・卵 1 個]・塩・

胡椒・クミン・唐辛子(スパイスはお好みの量で)  

作り方 

① 一口サイズに切った羊肉に塩・胡椒する。（脂身があ

るとなお良い。） 

② ①に A を混ぜたもの(玉ねぎはみじん切りにするか、

すりおろす)をすり込み、数時間寝かせる。 

③ 鉄串に刺し、スパイスをふりかけながら炭火(もしくは

弱火)でじっくり焼く。 

 

思
い
か
ら
生
ま
れ
た
「
平
和
」
と
、
平
和
団
体
が
掲
げ
る
極
め

て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
濃
い
「
平
和
」
。
私
が
十
一
年
振
り
に

訪
れ
た
長
崎
の
街
を
、
こ
の
二
つ
の
相
対
す
る
「
平
和
」
が
覆

い
つ
く
し
て
い
た
。 

し
か
し
、
今
回
の
活
動
中
、
チ
ラ
シ
を
積
極
的
に
受
け
取
り
、

声
を
掛
け
て
頂
い
た
方
や
、
声
に
耳
を
傾
け
、
頷
き
、
言
葉
は

な
く
と
も
、
目
を
合
わ
せ
合
図
を
送
っ
て
く
れ
た
多
く
の
長
崎

市
民
の
心
の
中
に
は
、
長
崎
市
民
に
し
か
訴
え
る
こ
と
の
出
来

な
い
本
物
の
「
平
和
」
が
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
た
（
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
）
。 

 

そ
の
心
に
今
後
も
賛
同
し
、
遠
方
か
ら
色
々
な
形
で
連
帯
し

行
動
し
た
い
。
そ
う
決
意
を
新
た
に
し
た
私
は
、
微
か
に
見
え

た
光
と
、
熱
中
症
気
味
の
身
体
を
引
き
連
れ
て
、
明
日
か
ら
の

日
常
の
生
活
に
備
え
る
べ
く
博
多
へ
向
か
う
特
急
か
も
め
に
乗

り
込
ん
だ
。 
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